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令和４年度第３回独立行政法人都市再生機構 

事業評価監視委員会の開催等について 

 

独立行政法人都市再生機構では、令和４年 12 月９日に令和４年度第３回事業評価監視委員

会を開催しましたので、その開催概要等についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せは下記へお願いします。 

【事業評価について】 

本社 経営企画部 投資管理課 

    （電話）０４５－６５０－０３８１ 

【事業実施基準適合検証について】 

本社 都市再生部 事業企画室 

    事業企画課 

（電話）０４５－６５０－０３８２ 

 本社 広報室 報道担当 

    （電話）０４５－６５０－０８８７ 
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開催概要等 

 

１ 令和４年度第３回事業評価監視委員会の開催概要 

(1) 開催日等 

  ① 日  時：令和４年 12 月９日（金） 14:00～16:10 

  ② 開催場所：独立行政法人都市再生機構 会議室 

（八重洲ファーストフィナンシャルビル 18 階） 

(2) 事業評価監視委員会委員 

・岩沙 弘道  （三井不動産株式会社代表取締役会長） 

・岡 絵理子  （関西大学環境都市工学部教授） 

・河島  均  （元東京都技監） 

・岸井 隆幸  （政策研究大学院大学客員教授） 

・清野 由美  （ジャーナリスト） 

・澤野 正明  （弁護士） 

・谷口  守  （筑波大学システム情報系社会工学域教授） 

・深尾 精一         （首都大学東京名誉教授） 

 楓委員（國學院大學観光まちづくり学部教授）は御欠席 

（五十音順・敬称略。所属・役職は開催当時のもの。） 

    

(3) 議事 

 ① 審議内容（事業評価）の説明 

令和４年度事業再評価実施対象事業３件について、事業目的、事業の実施環境の概

要、対応方針案及び対応方針案決定の理由について、都市再生機構から説明した。 

  ② 審議（事業評価（事業再評価）） 

【別紙１】のとおり意見があった。 

 

２ 都市再生事業の実施基準適合検証結果及び事業評価監視委員会の評価について 

(1) 今回の委員会において、計３地区の事業評価（事業再評価）を行った。対応方針は

【別紙２】のとおり（令和４年 12月 15 日 都市再生機構にて決定）。 

(2) これまでの委員会において審議した都市再生事業のうち、事業に着手したことによ

り新たに公開する都市再生事業の実施基準適合検証結果及び委員会の評価は以下の

とおり。 

 

地区名 所在地 審議年月及び検証結果等 ページ 

広島市基町相生通地区 
広島県 

広島市 

審議年月：令和３年６月 

【別紙３-①】のとおり 
P６～P21 

千代田区飯田橋駅中央地区 
東京都 

千代田区 

審議年月：令和４年９月 

【別紙３-②】のとおり 
P22～P33 
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３ 事業評価監視委員会提出資料等の公開 

令和５年１月末までに都市再生機構本社、東北震災復興支援本部、東日本賃貸住宅本

部、中部支社、西日本支社及び九州支社にて閲覧に付す。 

 

 

 UR 都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955 年から様々なステーク

ホルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづく

りを通して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化

する社会課題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く”まち”」づくりに不可欠

な存在でありたいと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウ

をいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んで

まいります。 

https://www.ur-net.go.jp/ 
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【別紙１】 

 

事業再評価実施対象事業の対応方針案と委員会の意見 

 

団地・地区名 所在地 

対応方針案 左記に対する 

事業評価監視

委員会の意見  
理由及び事業中止に伴う事後措置の内

容 

長岡市大手通坂之上町 

地区 

〔市街地再開発事業〕 

新潟県 

長岡市 
 

事業継続 

・対応方針案の

とおり。 

・トオリニワ部

分の積極的な

活用ができる 

よう引き続き

検討すること。 

〔理由〕 

・施設計画の見直しにより、目標スケジュ

ールから８か月程度遅延しているもの

の、事業目的等に変更はなく、事業は順

調に進捗している。また、今後の事業進

捗を妨げる要因は見られない。 

 

以上のことから「事業継続」  

北青山三丁目第二地区 

〔住宅市街地総合整備事

業（都心共同住宅供給事

業）〕 

東京都 

港区 

事業継続 

・対応方針案の

とおり。 

・附置義務住宅

について適切

に運用がなさ

れるようにす

ること。 

 

〔理由〕 

・事業目的等に変更はなく、今後の事業進

捗を妨げる要因は見られない。 

・引き続き、区分所有建物の権利者との共

同建替事業を実施することで緊急輸送

道路沿道建築物の耐震化を推進すると

ともに、青山エリアに相応しい都市機

能の更新を進める予定。 

 

以上のことから「事業継続」  

泉北ニュータウン地区 

〔地域居住機能再生推進

事業（住宅市街地総合整

備事業（拠点開発型））〕 

大阪府 

堺市 
 

事業継続 

・対応方針案の

とおり。 

・ニュータウン

の魅力向上に

つながるまち

づくりとなる

よう、関係機関

と協議しなが

ら事業を進め

ること。 

〔理由〕 

 １街区先工区の建設工事と併せ屋外空間

の整備等を行うことで、居住水準の向上

や歩行者動線の創出による居住環境整備

が図られている。 

 集会所の整備や、今後創出される整備敷

地への生活利便施設の誘致により、生活

利便性の向上やミクストコミュニティの

形成が期待される。 

 

以上のことから「事業継続」 
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【別紙２】 

 

事業再評価実施対象事業の対応方針 

 

団地・地区名 事業手法等 対応方針 

長岡市大手通坂之上町地区 市街地再開発事業 事業継続 

北青山三丁目第二地区 
住宅市街地総合整備事業 

（都心共同住宅供給事業） 
事業継続 

泉北ニュータウン地区 

地域居住機能再生推進事業 

（住宅市街地総合整備事業

（拠点開発型）） 

事業継続 
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都市再生事業実施基準適合検証調書 

地 区 名 広島市基町相生通地区 

 目 的 民間都市再生事業の支援 

 所 在 広島市中区基町９番の一部及び 13 番の一部 

 地 区 面 積 1.0ha 

 検 証 年 度 令和３年度 

地

区

概

要 

位置・交通条件 広島電鉄「立町」電停徒歩１分 

従 前 の 状 況  

【 用 途 地 域 等 】 

 

【 権 利 者 数 】 

 

【土地利用状況】 

[市道中１区 126 号線以南]商業地域（900％/80％） 

[市道中１区 126 号線以北]商業地域（400％/80％） 

土地所有者５名、借地権者３名、 

土地の一時使用権者１名 

市営駐車場・駐輪場、変電所・店舗、青空駐車場 

事 業 の 

経 緯  

平成 28 年 6 月 

平成 30 年 9 月 

令和 2 年 9 月 

 

令和 3 年 5 月 

 

広島市よりコーディネート要請文受領 

都市再生緊急整備地域指定（広島紙屋町・八丁堀） 

都市再生緊急整備地域指定（広島都心地域に再編）及び特定地

域指定 

広島市及び地権者等から同意施行者となることについての要請文

受領 

そ の 他 － 

計  画  諸  元 

【事業手法】 

第一種市街地再開発事業 

 

【計画概要】 

当地区は、「広島紙屋町・八丁堀地域」における官民連携のリーディング

プロジェクトとして、国際的なビジネス環境の形成に資するラグジュアリー

ホテル・高度業務機能の導入、にぎわいと交流機能の強化、観光・文化・

情報発信機能の充実・強化を図るとともに、本事業での現商工会議所ビ

ルの移転による原爆ドーム裏の景観阻害問題の解決を目指す。 

 

 ①土地利用計画 

 従前 従後 

公共用地 約 2,300 ㎡ 約 2,000 ㎡ 

宅地 約 7,200 ㎡ 約 7,500 ㎡ 

 

 ②建物計画 

事  項 現行計画 

建築敷地面積 約 7,500 ㎡ 

延床面積 約 86,600 ㎡ 

用途 
業務、ホテル、商業、駐車場、変電所、
市営駐輪場 

 

【別紙３-①】 
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地 区 名 広島市基町相生通地区 

都

市

再

生

事

業

実

施

基

準

へ

の

適

合

状

況 

民

間

都

市

再

生

事

業

の

支

援 

国 の 関 与

する計画 
・特定都市再生緊急整備地域「広島都心地域」（R2.9指定） 

適

合 

地方公共団

体の意向 

広島市からの文書に 

・「ひろしま都心活性化プラン」（平成 29 年３月策定）において、当地区を含む本市の都

心における再開発を促進 

・「広島市総合計画（令和２年６月改定）」において、商工会議所ビルの移転を伴う市営基

町駐車場周辺の再開発事業を「楕円形の都市づくり」のリーディングプロジェクトとして

推進 

・商工会議所ビルの移転によって、世界遺産・原爆ドームの背景の景観改善 

・市の計画上及び施策上、再開発事業の実現が求められる本事業においては、豊富な

市街地再開発事業の施行実績を有し、中立公平な立場で事業推進できる貴機構の施

行権能が必要 

との記載があり、妥当と判断 

適

合 

地権者等の

意向 

地権者全員からの文書に 

・広島市、公益法人及び民間法人の属性が大きく異なる地権者が存在しており、その地

権者間の調整を行うには、豊富な市街地再開発事業の施行実績を有し、中立公平な立

場で事業推進ができる貴機構の施行権能が必要 

との記載があり、妥当と判断 

適

合 

政策実現効

果 

都市活性化プランの実現に寄与する官民連携した先導的事業を実現 

・大規模（A クラス）ビルの床面積増：約 35,000 ㎡ 

 立体道路制度の活用により、基準床面積約 500 坪の大規模（A クラス）ビルを整備 

・広島商工会議所ビル移転の実現 

 市の長年の懸案である原爆ドーム裏景観問題の解消 

・公共公益施設の整備・更新 

 老朽化した市営駐輪場や地域変電所の更新 

・民間建設投資誘発：約 360 億円 

 市街地再開発事業による商業・業務・ホテル等の整備 

適

合 

民間事業者

支援の内容 

〔ロ：関係者の合意形成が困難である等の場合において、機構の有する中立性及び公

平性の活用が図られること〕 

・本事業は、属性の異なる地権者間の合意形成及び公共公益施設の再編に伴う関係者

調整が必要となるため、機構の有する中立性・公平性が必要 

適

合 

機構に代わ

る民間事業

者公募の実

施 

・都市再生事業実施基準の適合検証等に関する規程第９条第１項第三号（経済的基礎

が大きく異なる地権者等が存在すること等により、応募者では関係者間の利害調整に

係る協議が成立する見込みがないことから、地権者等が機構を特定して法定事業の個

人施行を要請しているもの）に該当するため、公募を実施しない。 

適

合 

事業の採算

性 

・事業実施に伴う想定キャッシュフローの正味現在価値及び事業収支は適正に確保され

ている。 

適

合 

確認結果 適合 
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上記検証結果に対す

る事業評価監視委員

会の評価 

・都市再生事業実施基準に従い、適切に検証が行われている。 

・施設建築物の設計にあたっては、街区全体での良好な景観と良質な空間の形成に資するも

のとなるよう、努力すること。 
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広島市基町相生通地区（市街地再開発事業） 

位 置 図 

 

区 域 図 
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 ©GeoTechnologies Inc. 「PL21001」 
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工
会
議
所
ビ
ル
の
移
転
を
伴
う

市
営
基
町
駐
車
場
周
辺
で
の
再
開
発
を
推
進

・
世
界
に
通
用
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
始
め
、
都
心
を

訪
れ
る
様
々
な
人
や
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

多
様
な
宿
泊
機
能
を
充
実
・
強
化

・
広
島
都
心
部
に
つ
い
て
は
、
高
次
都
市
機
能
（
オ
フ
ィ
ス
、
商
業
、
集
客
交
流
、
宿
泊
施
設
等
）
を
誘
導
す
る
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
し
て
位
置
づ
け

・
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
地
域
整
備
方
針
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
（
仮
称
）
広
島
市
基
町
相
生
通
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
」
に

つ
い
て
積
極
的
に
推
進

「
都
心
に
ふ
さ
わ
し
く
広
島
の
顔
と
な
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
」
の
先
導
的
な
取
組
と
し
て
、
広
島
紙
屋
町
・
八
丁
堀
地
域
な
ど
の
都
心
部
に
お
け
る

再
開
発
を
促
進

ひ
ろ
し
ま
都
心
活
性
化
プ
ラ
ン
（

20
17

(H
29

).3
）
＜
広
島
県
・
広
島
市
＞

立
地
適
正
化
計
画
（

20
21

(R
3)

.3
）

３
上
位
計
画

広
島
市
総
合
計
画
（

20
20

(R
2)

.6
策
定
）

広
島
市
実
施
計
画

(2
02

0－
20

24
)

第
2 
期
「
世
界
に
誇
れ
る
『
ま
ち
』
広
島
」
創
生
総
合
戦
略

広
島
市
が
「
国
際
平
和
文
化
都
市
」
と
な
る
た
め
に
定
め
た
計
画
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（

20
13

(H
25

).8
改
定
）
で
示
し
た

「
楕
円
形
の
都
心
づ
く
り
の
推
進
」
を
基
本
方
針
と
し
、
本
地
区

に
つ
い
て
は
、
「
魅
力
あ
る
都
心
づ
く
り
推
進
事
業
」
と
し
て
、

「
商
工
会
議
所
ビ
ル
の
移
転
を
伴
う
市
営
基
町
駐
車
場
周
辺
の
再

開
発
事
業
の
推
進
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

↑
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（

20
13

(H
25

).8
改
定
）

当
地
区

3

13



４
市
が
抱
え
る
長
年
の
課
題
（
広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
の
景
観
阻
害
問
題
）

①
平
和
記
念
資
料
館
か
ら
の
視
点

原
爆
ド
ー
ム

広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル

〇
現
広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
は
、
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
る
原
爆
ド
ー
ム
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
（
※
1
）
内
に
位
置

〇
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
内
の
高
さ
制
限
2
0
ｍ
（
※
2
）
に
抵
触

※
1

世
界
遺
産
登
録
基
準
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
資
産
の
保
護
管
理
の
た
め
、
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
（
緩
衝
地
帯
）
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

※
2

2
0
0
7
(平
成
1
9
)年
に
広
島
市
の
美
観
形
成
要
綱
に
よ
り
高
さ
制
限
を
導
入

※
3

出
典
：
広
島
市
「
原
爆
ド
ー
ム
及
び
平
和
記
念
公
園
周
辺
の
眺
望
景
観
の
あ
り
方
（
2
0
1
9
(平
成
3
1
)年
3
月
）
」

＜
凡
例
＞

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン

原
爆
ド
ー
ム
の
背
景
と
し
て
大
切
に
し
た
い
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
(※
3
)

市
と
広
島
商
工
会
議
所
は
広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
の
市
保
有
地
へ
の
移
転

協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
合
意
で
き
る
適
地
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況

②
元
安
橋
か
ら
の
視
点

②
元
安
橋
か
ら
の
視
点

丹
下
の
都
市
軸

①
平
和
記
念
資
料
館
か
ら
の
視
点

4

©
IN

CR
EM

EN
T 

P 
CO

RP
OR

AT
IO

N

出
典
：
※
３
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５
本
事
業
に
お
け
る
Ｕ
Ｒ
の
役
割

広
島
市

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

広
島
商
工
会
議
所

朝
日
グ
ル
ー
プ

・
景
観
問
題

代
替
地
の
適
地
が
な
い

・
広
島
経
済
の
活
性
化

都
心
部
へ
の
産
業
支
援

機
能
集
約

関
係
者
調
整

事
業
ス
キ
ー
ム
構
築

再
開
発
事
業
の
施
行

（
代
表
施
行
者
）

・
遊
休
資
産
の
早
期
収
益
化

・
老
朽
化
変
電
所
の
更
新

機
能
中
断
不
可
、
近
隣
へ
の

直
接
移
転
が
必
須

財
産
交
換
+
再
開
発
ス
キ
ー
ム
構
築

双
方
の
意
向
調
整

都
市
施
策
の
実
現

意
向
の
実
現

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

協
力
へ
の
働
き
か
け

事
業
へ
の
取
込
み

に
よ
る
課
題
解
決

・
高
次
都
市
機
能
の
充
実
・
強
化

外
国
人
観
光
客
の
受
け
皿
と
な
る

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル

高
規
格
オ
フ
ィ
ス

保
留
床
の
取
得

設
計
・
工
事
発
注

変
電
所
の
設
計
・
工
事
発
注

5

※

※
出
典
：
広
島
市
「
原
爆
ド
ー
ム
及
び
平
和
記
念
公
園
周
辺
の
眺
望
景
観
の
あ
り
方
（
2
0
1
9
(平
成
3
1
)年
3
月
）
」
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６
事
業
概
要

高
層
棟

変
電
所
棟

駐
輪
場
棟

ホ
テ
ル

高
層
棟

変
電
所
棟

駐
輪
場
棟

■
配
置
図

業
務

商
工
会
議
所
※

駐 車 場
商
業2
0
F

3
1
F

7
F

1
9
F

6

（
１
）
事
業
手
法

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
(個
人
施
行
)

（
２
）
地
権
者

５
名

（
３
）
施
行
者

UR
、朝
日
グ
ル
ー
プ
、中
国
電
力
ネ
ット
ワー
ク

（
４
）
事
業
期
間

８
年
間
(2
02
2(
R4
)年
度
～
20
29
(R
11
)年
度
)

（
５
）
事
業
費

約
44
3億
円

（
６
）
延
床
面
積

約
86
,6
00
㎡
（
計
画
容
積
率
85
0％
（
都
市
再
生
特
別
地
区
）
）

（
７
）
主
要
用
途

業
務
、ホ
テ
ル
、商
業
、駐
車
場
、変
電
所
、市
営
駐
輪
場

（
８
）
その
他

一
部
市
道
の
上
空
利
用
を
想
定

こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、

同
院
発
行
の
基
盤
地
図
情
報
を
使
用
し
た
。
（
承
認
番
号

平
2
9
情

使
、
第
1
7
8
号
）

約
1
6
0
ｍ

自
転
車
用

（
B
1
～
2
F
）

原
付
・
自
動

二
輪
用

16



７
本
事
業
の
意
義
・
効
果

■
市
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
原
爆
ド
ー
ム
周
辺
の
景
観
問
題
の
解
消

・
広
島
商
工
会
議
所
が
市
と
財
産
交
換
（
再
開
発
に
地
権
者
と
し
て
参
画
）
→
商
工
会
議
所
移
転

→
市
が
現
商
工
ビ
ル
を
除
却
→
将
来
的
に
は
都
市
公
園
と
し
て
一
体
整
備
の
構
想

■
都
心
部
の
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

・
周
辺
部
の
基
幹
施
設
で
あ
る
基
町
変
電
所
を
機
能

中
断
す
る
こ
と
な
く
移
転
更
新

・
耐
震
上
課
題
の
あ
っ
た
駐
輪
場
の
更
新

■
先
導
的
な
沿
道
都
市
空
間
形
成

・
地
域
の
エ
リ
マ
ネ
組
織
「
カ
ミ
ハ
チ
キ
テ
ル
」

の
戦
略
へ
の
寄
与

屋
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場

グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
の
広
場
空
間

活
力
を
に
じ
み
出
す

フ
ァ
サ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

■
広
島
都
心
部
に
お
け
る
都
市
機
能
強
化

・
中
四
国
地
方
最
大
の
業
務
集
積
地
に
相
応

し
い
「
高
規
格
オ
フ
ィ
ス
」
の
整
備

・
広
島
エ
リ
ア
初
の
「
世
界
に
通
用
す
る
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
」
導
入
に
よ
る
国
際
平

和
文
化
都
市
と
し
て
の
機
能
の
充
実
・
強
化

・
広
島
商
工
会
議
所
と
市
が
連
携
し
た
M
IC
E

機
能
の
強
化

出
典
：
広
島
市
「
中
央
公
園
の
今
後
の
活
用
に
係
る

基
本
方
針
」
（
2
0
2
0
(令
和
2
)年
3
月
）

出
典
：
広
島
市
「
原
爆
ド
ー
ム
及
び
平
和
記
念
公
園
周
辺
の

眺
望
景
観
の
あ
り
方
（
2
0
1
9
(平
成
3
1
)年
3
月
）
」

広
島
都
心
の
未
来
ﾋﾞ
ｼﾞ
ｮﾝ
策
定
や
新
た
な
ｱｸ
ｼｮ
ﾝﾌ
ﾟﾗ
ﾝ

を
育
む
ｴﾘ
ｱﾌ
ﾟﾗ
ｯﾄ
ﾌｫ
ｰﾑ
と
し
て
2
0
2
0
(R
2
).
5
に
設
立
。

広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
除
却
後
イ
メ
ー
ジ

将
来
整
備
イ
メ
ー
ジ

7
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高
層
棟

変
電
所
棟

駐
輪
場
棟

基
本
計
画
・
事
業
計
画
作
成
・
補
償
費
・
権
利
変
換
諸
費

等

除
却
・
整
地
費

基
盤
整
備
費

等

U
R
(代
表
施
行
者
)

が
実
施

中
国
電
力
ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ

（
共
同
施
行
者
）

朝
日
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ

（
共
同
施
行
者
）

朝
日
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ

（
共
同
施
行
者
）

が
実
施

８
施
行
体
制
・
役
割
分
担

朝
日
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ

（
共
同
施
行
者
）

設
計
・
施
工

設
計
・
施
工

設
計
・
施
工

U
R
(代
表
施
行
者
)

が
実
施

補
助
金
申
請
等

の
総
括

（
補
助
金
受
入
他
）

U
R
(代
表
施
行
者
)が
実
施

事
業
全
体
の
総
括

8
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2
0
2
0

Ｒ
２

2
0
2
1

Ｒ
３

2
0
2
2

Ｒ
４

2
0
2
3

Ｒ
５

2
0
2
4

Ｒ
６

～
2
0
2
7

Ｒ
９

2
0
2
8

Ｒ
１
０

2
0
2
9

Ｒ
１
１

再 開 発 事 業 商 工 会 議 所 ・ 市

９
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

੃ ৘ ੑ ઺ ৠ ৒

઱ ষ ੳ ૭

ਥ ਹ ૗ ఌ ੳ ૭

ৈ ಽ ༠ ᓛ ੵ ૗ ਗ਼ ਚ ༠ ᓛ ੵ

হ ঵ ౥ വ

๺ ୽ ৃ ༠ ᓛ ੵ

੃ ৘ ੑ ઺ ઀ ੧

হ ঵ ௬ ੼ ૰ ଳ ੻ ৩ ভ

市
・
商
工

財
産
交
換

契
約

市
議
会

（
財
産
交
換
）

従
前
建
物
除
却

高
層
棟
・
変
電
所
棟
建
築
工
事

変
電
所
機
能
移
設

商
工

事
業
参
画

決
定

市
議
会

（
予
算
）

再
開
発
ビ
ル
に
移
転

旧
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
営
業
継
続

（
市
か
ら
賃
借
）

9

従
前
建
物
除
却

駐
輪
所
棟

建
築
工
事

ৈ ಽ ༠ ା ੵ ૗ ਗ਼ ਚ ༠ ା ੵ
๺ ୽ ৃ ༠ ା ੵ

旧
商
工
会
議
所
ビ
ル

解
体
（
市
）
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１
０
都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
へ
の
適
合
状
況
（
１
／
２
）

民 間 都 市 再 生 事 業 の 支 援

国
の
関
与
す
る
計
画

○
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
「広
島
都
心
地
域
」（
R2
.9
指
定
）

適 合

地
方
公
共
団
体
の

意
向

広
島
市
か
らの
文
書
に

○
「ひ
ろ
しま
都
心
活
性
化
プ
ラン
」（
平
成
２
９
年
３
月
策
定
）
に
お
い
て
、当
地
区
を
含

む
本
市
の
都
心
に
お
け
る
再
開
発
を
促
進

○
「広
島
市
総
合
計
画
（
令
和
２
年
６
月
策
定
）
」に
お
い
て
、商
工
会
議
所
ビル
の
移
転

を
伴
う市
営
基
町
駐
車
場
周
辺
の
再
開
発
事
業
を
「楕
円
形
の
都
心
づ
くり
」の
リー
デ
ィン

グ
プ
ロジ
ェク
トと
して
推
進

○
商
工
会
議
所
ビル
の
移
転
に
よ
って
、世
界
遺
産
・原
爆
ドー
ム
の
背
景
の
景
観
改
善

市
の
計
画
上
及
び
施
策
上
、再
開
発
事
業
の
実
現
が
求
め
られ
る
本
事
業
に
お
い
て
は
、豊

富
な
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
実
績
を
有
し、
中
立
公
平
な
立
場
で
事
業
推
進
で
き
る

貴
機
構
の
施
行
権
能
が
必
要

との
記
載
が
あ
り、
妥
当
と判
断

適 合

地
権
者
等
の
意
向

地
権
者
全
員
か
らの
文
書
に

○
広
島
市
、公
益
法
人
及
び
民
間
法
人
の
属
性
が
大
き
く異
な
る
地
権
者
が
存
在
して
お
り、

その
地
権
者
間
の
調
整
を
行
うに
は
、豊
富
な
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
実
績
を
有
し、

中
立
公
平
な
立
場
で
事
業
推
進
で
き
る
貴
機
構
の
施
行
権
能
が
必
要

との
記
載
が
あ
り、
妥
当
と判
断

適 合

10
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１
０
都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
へ
の
適
合
状
況
（
２
／
２
）

都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
へ
の
適
合
検
証
調
書

民 間 都 市 再 生 事 業 の 支 援

政
策
実
現
効
果

都
心
活
性
化
プ
ラン
の
実
現
に
寄
与
す
る
官
民
連
携
した
先
導
的
事
業
を
実
現

○
広
島
商
工
会
議
所
ビル
移
転
の
実
現

市
の
長
年
の
懸
案
で
あ
る
原
爆
ドー
ム
裏
景
観
問
題
の
解
消

○
公
共
公
益
施
設
の
整
備
・更
新

老
朽
化
した
市
営
駐
輪
場
や
地
域
変
電
所
の
更
新

○
高
規
格
オ
フィ
ス
の
床
面
積
増
：
約
35
,0
00
㎡

立
体
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
り、
基
準
床
面
積
約
50
0坪
の
高
規
格
オ
フィ
ス
を
整
備

○
民
間
建
設
投
資
誘
発
：
約
36
0億
円

市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
る
商
業
・業
務
・ホ
テ
ル
等
の
整
備

適 合

民
間
事
業
者
支
援
の

内
容

〔ロ
：
関
係
者
の
合
意
形
成
が
困
難
で
あ
る
等
の
場
合
に
お
い
て
、機
構
の
有
す
る
中
立
性

及
び
公
平
性
の
活
用
が
図
られ
る
こと
〕

○
本
事
業
は
、属
性
の
異
な
る
地
権
者
間
の
合
意
形
成
及
び
公
共
公
益
施
設
の
再
編
に

伴
う関
係
者
調
整
が
必
要
とな
る
た
め
、機
構
の
有
す
る
中
立
性
・公
平
性
が
必
要

適 合

機
構
に
代
わ
る
民
間

事
業
者
公
募
の
実
施

○
都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
の
適
合
検
証
等
に
関
す
る
規
程
第
9条
第
１
項
第
三
号

（
経
済
的
基
礎
が
大
き
く異
な
る
地
権
者
等
が
存
在
す
る
こと
等
に
よ
り、
応
募
者
で
は

関
係
者
間
の
利
害
調
整
に
係
る
協
議
が
成
立
す
る
見
込
み
が
な
い
こと
か
ら、
地
権
者

等
が
機
構
を
特
定
して
法
定
事
業
の
個
人
施
行
を
要
請
して
い
る
も
の
）
に
該
当
す
る

た
め
、公
募
を
実
施
しな
い
。

適 合

事
業
の
採
算
性

○
事
業
実
施
に
伴
う想
定
キ
ャッ
シ
ュフ
ロー
の
正
味
現
在
価
値
及
び
事
業
収
支
は
適
正

に
確
保
され
て
い
る

適 合

確
認
結
果

適
合

11
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都市再生事業実施基準適合検証調書 

地 区 名 千代田区飯田橋駅中央地区 

 目 的 地方公共団体のまちづくり支援・補完 

 所 在 千代田区富士見二丁目、飯田橋四丁目 

 地 区 面 積 約 1.1ha 

 検 証 年 度 令和４年度 

地

区

概

要 

位 置 

・ 交 通 条 件 
ＪＲ、東京メトロ、都営地下鉄 「飯田橋駅」 徒歩約１～６分 

従 前 の 状 況 
【 用 途 地 域 等 】 

商業地域 (８０％／７００％、８０％／５００％)、 

第二種住居地域 （６０％／４００％）、防火地域  

【土地利用状況】 事務所・店舗・居宅 

事 業 の 

経 緯 

平成 27 年 飯田橋駅中央地区準備組合が発足 

令和１年 11 月 飯田橋駅周辺の基盤整備について、都・国土

交通省・３区、鉄道事業者３社による「飯田橋

駅周辺基盤整備方針検討会」を設置 

令和２年９月 「飯田橋駅周辺基盤再整備構想」策定 

令和４年６月 地区内の土地所有者から UR への所有地の売

却意向の表明 

令和４年９月 千代田区からＵＲへ土地取得等に係る要請 

そ の 他 － 

計  画  諸  元 

【 事 業 手 法 】 

土地有効利用事業 

【 計 画 概 要 】 

・飯田橋駅中央地区内の土地・建物を取得・保有し、市街地再開発事

業（組合施行）に組合員として参画し事業協力者を支援することで、

「飯田橋駅周辺基盤再整備構想」に位置付けられている基盤整備を

含む事業の推進に寄与。 

・取得地は、権利変換により権利床を取得し、施設建築物の竣工後

譲渡。従後の床については、周辺の再開発事業の事業化に資する

活用（代替資産の提供等）を、民間事業者の動向も踏まえて検討。 

【別紙３-②】 
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都
市
再
生
事
業
実
施
基
準

適
合
状
況 

地
方
公
共
団
体

 

地
方
公
共
団
体

要
請
文
書

内
容 

まちづくりの観

点から機構実

施が必要 

・千代田区からの要請文に 

「「飯田橋駅周辺基盤整備方針検討会」の事務局として、飯

田橋駅周辺における地域の状況を熟知している貴機構に

おかれましては、都市再生の推進に向け、まちづくりの検討

及びその実現に向けた支援（開発計画検討、事業施行、土

地建物の取得等による事業参画等）について、ご協力を要

請いたします。」 

との記載があり、妥当と判断。 

適
合 

地方公共団体

自ら実施が困

難・不適切 

千代田区からの要請文に 

「飯田橋駅周辺で検討が進んでいる区内４地区の市街地再

開発事業の事業推進はもとより、JR 東日本と連携した駅改

良や基盤整備などについては、当区が主体的に推進するこ

とが困難。」 

との記載があり、妥当と判断。 

適
合 

事業地区の位

置づけ又は議

会承認 

・「千代田区都市計画マスタープラン」において、高度機能創

造連携拠点に位置付け 

・「飯田橋駅周辺基盤再整備構想」において、 

「都市基盤の整備や、「活力とにぎわいの拠点」にふさわしい

機能の導入」「駅とまちが一体となった取組を進め、交通結

節機能等の更なる強化」 

との記載があり、妥当と判断。 

適
合 

地方公共団体との

役割分担 

千代田区は、駅周辺の基盤整備の実現に必要な複数の事

業組成を支援するほか、市街地再開発事業について、都市

計画手続を実施。 

適
合 

政策実現効果 

・高度機能創造連携拠点として、都心生活を豊かにする拠点

機能や居心地よく「新たな日常」に対応できる空間の充実 

・駅とまちが一体となった取組による、交通結節機能等の更

なる強化 

・駅前広場機能の確保、歩行者ネットワークの整備、駅及び

駅周辺の景観の整備（まちの顔づくり） 

適
合 

民間事業者が地方

公共団体を代替する

ことが困難な理由 

〔ロ 関係者間の利害調整のために中立性及び公平性が必

要な事業であること。〕 

 準備組合による事業化の取り組みに理解があり、かつ、駅

周辺の基盤整備との調整にあたり中立性、公平性を有する

主体による事業参画が必要。  

適
合 

民間事業者の参画

機会 

組合施行市街地再開発事業において、民間事業者が事業

協力者となって施設建築物の整備を予定。 
適
合 

事業の採算性 
・事業実施に伴う想定キャッシュフローの正味現在価値及び

事業収支はともに適正に確保されている。 
適
合 

確認結果 適合 

上記検証結果に対する 

事業評価監視委員会の評価 

・都市再生事業実施基準に従い、適切に検証が行われている。 

・飯田橋全体で地区間のバランスに配慮しながら、当地区が魅力
的な空間を提供する市街地再開発事業となるよう努力すること。 
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千代田区飯田橋駅中央地区 

位 置 図 

 

 

区 域 図 

 
 

© GeoTechnologies, Inc. 「PL21001」 

取得対象地 

© GeoTechnologies, Inc. 「PL21001」 
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千
代
田
区
飯
田
橋
駅
中
央
地
区

（
土
地
有
効
利
用
事
業
）

令
和
４
(
2
0
2
2
)
年
度

第
２
回
事
業
評
価
監
視
委
員
会

都
市
再
生
事
業
実
施
基
準

検
証
結
果

令
和
４
(
2
0
2
2
)
年
９
月
1
3
日

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

※
本
資
料
内
の
図
表
は
、
着
手
後
公
表
時
点
に
お
い
て
、
差
替
え
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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新
宿
区

千
代
田
区

飯
田
橋

プ
ラ
ー
ノ

文
京
区

飯
田
橋

ア
イ
ガ
ー
デ
ン
・
エ
ア

③

②

①

後
楽
園
駅

【
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
外
】

今
回
付
議
対
象

千
代
田
区
飯
田
橋
駅
中
央
地
区

飯
田
橋

フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー

飯
田
橋

サ
ク
ラ
パ
ー
ク

１
．
位
置
図

飯
田
橋
駅
周
辺
地
域
は
、
3
区
の
区
境
に
位
置
し
、
鉄
道
5
路
線
が
結
節
、
幹
線
道
路
3
路
線
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
。

駅
周
辺
で
は
、
建
物
が
老
朽
化
し
土
地
が
細
分
化
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
複
数
の
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
竣
工
し
た
主
な
都
市
開
発

計
画
中
・
検
討
中
の
主
な
都
市
開
発

（
地
区
概
要
は
下
記
）

今
後
開
発
が
想
定
さ
れ
る
エ
リ
ア

＜
凡
例
＞

【測
量
法
に
基
づ
く国
土
地
理
院
長
承
認
（
使
用
）

R 
4J

Hs
 1

81
】

飯
田
橋

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル 区
政
会
館
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千
代
田
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
５
月
）
千
代
田
区

高
度
機
能
創
造
連
携
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
駅
改
良
と
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
を
契
機
と
し
た
開
発
事

業
の
連
携
・
協
調
に
よ
り
、
都
心
生
活
を
豊
か
に
す
る
拠
点
機
能
や
居
心
地
よ
く
「
新
た
な
日
常
」
に
対
応
で
き

る
空
間
の
充
実
を
進
め
て
い
く
。

飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
再
整
備
構
想 （R
２
(
2
0
2
0
)
年
９
月
）

飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
整
備
方
針
検
討
会

東
京
都
・国
土
交
通
省
・
千
代
田
区
・
新
宿
区
・
文
京
区
・
J
R
東
日
本
・
東
京
メ
ト
ロ
・
U
R

都
市
開
発
の
機
会
を
捉
え
、
多
様
な
機
能
を

誘
導
す
る
と
と
も
に
、

駅
と
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
、

交
通
結
節
機
能
等
の
更
な
る
強
化
を
目
指
す
。

飯
田
橋
駅
東
口
新
整
備
構
想

（
R
３
(
2
0
2
1
)
年
1
1
月
）

飯
田
橋
・
富
士
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

町
会
・商
店
街
・大
学
・
病
院
・
企
業
・
開
発
事
業
者
・
鉄
道
事
業
者
・
千
代
田
区
な
ど

（
上
図
の
う
ち
千
代
田
区
エ
リ
ア
を
対
象
に
、
地
元
の
意
向
と
し
て
）

駅
前
広
場
機
能
の
確
保
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
駅
及
び
駅
周
辺
の
景
観
整
備
（ま
ち
の
顔
づ
く
り
）
を

進
め
て
い
く
。

■
行
政
に
よ
る
計
画

■
協
議
会
（
地
域
の
各
主
体
が
参
画
）
に
よ
る
計
画

２
．
主
な
上
位
計
画

（
作
成
主
体
）

（
作
成
主
体
）
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取
得
対
象
物
件

：
当
地
区
整
備
計
画
（＝
再
開
発
事
業
化
検
討
）区
域

３
．
区
域
図
及
び
地
区
の
現
況
・
課
題

•
公
園
や
広
場
等
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

•
J
R
飯
田
橋
駅
東
口
か
ら
当
地
区
に
か
け
て
歩
行
者
空
間
が
不
十
分

で
、
歩
行
者
の
滞
留
が
発
生

•
歩
道
上
に
あ
る
地
下
鉄
出
入
口
は
狭
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
未
対
応

所
在

（地
区
面
積
）

千
代
田
区

飯
田
橋
四
丁
目
８
番
・９
番
、

富
士
見
二
丁
目
６
番
、

富
士
見
二
丁
目
５
番
の
一
部

（約
1
.1
h
a
）

地
域
地
区

（容
積
率
）

商
業
地
域
（７
０
０
％
、
５
０
０
％
）

第
二
種
住
居
地
域
（４
０
０
％
）

防
火
地
域

建
物
現
況
等

•
地
区
内
に
は
、
木
造
建
物
が
存
在

•
S
5
6
(1
9
8
１
)年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
旧
耐
震
建
物
が
約
７
割

事
業
推
進

体
制

•
組
合
施
行
を
想
定
し
事
業
化
検
討
中

（
H
2
７
(2
0
1
5
)年
に
準
備
組
合
設
立
）

•
事
業
協
力
者
（事
務
局
）

・野
村
不
動
産
株
式
会
社

・大
成
建
設
株
式
会
社

©
 G

eo
Te

ch
no

lo
gi

es
, I

nc
. 「

PL
21

00
1」

①
②

④

■
地
区
の
課
題

狭
い
地
下
鉄
出
入
口

③

①
駅
東
口
高
架
下

駅
前
に
滞
留
空
間
が

な
く
歩
行
者
で
混
雑

④

歩
道
幅
に
比
べ
歩
行
者

交
通
量
が
多
い

②

写
真
番
号

③
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飯
田
橋
駅
周
辺
地
域
の
都
市
基
盤
は
、
混
雑
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
に
課
題
。

駅
周
辺
で
は
、
３
区
そ
れ
ぞ
れ
で
複
数
の
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⇒
都
市
開
発
の
機
会
を
捉
え
、
多
様
な
機
能
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
駅
と
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
行
う
。

■
飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
再
整
備
構
想
（R
2
(2
0
2
0
)
.9
飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
整
備
方
針
検
討
会
）
（一
部
加
工
）

４
．
「
飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
再
整
備
構
想
」
と
当
地
区
の
関
係

「
中
央
地
区
再
開
発
事
業
」
は
、
駅
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
り
、
本
構
想
を
実
現
す
る
上
で
重
要
な
事
業
。

⇒
「
駅
前
広
場
機
能
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
）
」
、
「
歩
行
者
空
間
」
を
確
保
。

（
複
数
の
事
業
に
よ
り
、
事
業
着
手
の
時
間
差
を
埋
め
な
が
ら
、
基
盤
整
備
を
進
め
る
。
）

東
口
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５
．
主
な
経
緯

時
期

内
容

Ｈ
2
7
(2
0
1
5
)年

飯
田
橋
駅
中
央
地
区
準
備
組
合
が
発
足

Ｒ
１
(2
0
1
9
)年
1
1
月

飯
田
橋
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
「
飯
田
橋
駅
周
辺

基
盤
整
備
方
針
検
討
会
」
を
設
置

Ｒ
２
(2
0
2
0
)年
９
月

上
記
検
討
に
よ
り
「
飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
再
整
備
構
想
」
策
定

（
当
地
区
の
基
盤
整
備
が
位
置
づ
け
）

Ｒ
４
(2
0
2
2
)年
６
月

地
区
内
の
土
地
建
物
所
有
者
か
ら
U
R
へ
の
所
有
地
の
売
却
意
向
の
表
明

Ｒ
４
(2
0
2
2
)年
９
月

千
代
田
区
か
ら
Ｕ
Ｒ
へ
土
地
取
得
等
に
係
る
要
請

・
東
京
都
（
座
長
）・
国
土
交
通
省
・
3
区
・鉄
道
事
業
３
者
・Ｕ
Ｒ
で
構
成

・
事
務
局
は
都
・U
R
（
U
R
は
都
・３
区
か
ら
要
請
を
受
け
参
画
(コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
)）

・
U
R
は
複
数
の
開
発
が
連
携
し
て
基
盤
整
備
を
行
う
ス
キ
ー
ム
を
提
案
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事
業
手
法

土
地
有
効
利
用
事
業
（
街
区
再
編
型
）

事
業
内
容

○
飯
田
橋
駅
中
央
地
区
内
の
土
地
・
建
物
を
取
得
・
保
有
し
、
市
街
地
再
開
発
事
業
（組
合

施
行
）
に
組
合
員
と
し
て
参
画
し
事
業
協
力
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
「
飯
田
橋
駅
周
辺

基
盤
再
整
備
構
想
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
基
盤
整
備
を
含
む
事
業
の
推
進
に
寄
与
。

○
取
得
地
は
、
権
利
変
換
に
よ
り
権
利
床
を
取
得
し
、
施
設
建
築
物
の
竣
工
後
譲
渡
。

従
後
の
床
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
再
開
発
事
業
の
事
業
化
に
資
す
る
活
用
（
代
替
資
産

の
提
供
等
）
を
、
民
間
事
業
者
の
動
向
も
踏
ま
え
て
検
討
。

都
市
計
画

再
開
発
等
促
進
区
の
活
用
を
想
定

■
容
積
率
の
割
増

〇
現
状
：
商
業
7
0
0
%
、
5
0
0
%
、
第
二
種
住
居
4
0
0
%

〇
計
画
：
1
,1
7
0
％

整
備
内
容

整
備
計
画
区
域
：
約
1
.1
h
a

敷
地
面
積
：
約
6
,9
8
0
㎡

用
途
：
オ
フ
ィ
ス
、
住
宅
、
商
業
、
保
育
施
設
等

６
．
土
地
有
効
利
用
事
業
概
要
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地 方 公 共 団 体 ま ち づ く り の 支 援 ・ 補 完

地 方 公 共 団 体 か ら の 要 請 文 書 の 内 容

ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
機
構
実
施

が
必
要

千
代
田
区
か
ら
の
要
請
文
に

「
「
飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
整
備
方
針
検
討
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、
飯
田
橋
駅
周
辺
に
お

け
る
地
域
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
る
貴
機
構
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
都
市
再
生
の
推
進

に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
及
び
そ
の
実
現
に
向
け
た
支
援
（開
発
計
画
検
討
、
事

業
施
行
、
土
地
建
物
の
取
得
等
に
よ
る
事
業
参
画
等
）
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
要
請
い

た
し
ま
す
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
妥
当
と
判
断
。

適 合

地
方
公
共
団
体

自
ら
実
施
が
困
難

・
不
適
切

千
代
田
区
か
ら
の
要
請
文
に

「
飯
田
橋
駅
周
辺
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
区
内
４
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事

業
推
進
は
も
と
よ
り
、
J
R
東
日
本
と
連
携
し
た
駅
改
良
や
基
盤
整
備
な
ど
に
つ
い
て

は
、
当
区
が
主
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
困
難
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
妥
当
と
判
断
。

適 合

事
業
地
区
の
位

置
づ
け
又
は
議
会

承
認

・
「
千
代
田
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
高
度
機
能
創
造
連
携
拠
点
に

位
置
付
け

・
「
飯
田
橋
駅
周
辺
基
盤
再
整
備
構
想
」
に
お
い
て
、

「
都
市
基
盤
の
整
備
や
、
「活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
」に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
の
導
入
」

「
駅
と
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
、
交
通
結
節
機
能
等
の
更
な
る
強
化
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
妥
当
と
判
断
。

適 合

地
方
公
共
団
体
と
の
役

割
分
担

千
代
田
区
は
、
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
の
実
現
に
必
要
な
複
数
の
事
業
組
成
を
支
援
す

る
ほ
か
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
手
続
を
実
施
。

適 合

７
．
都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
適
合
検
証
(1
/2
)
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地 方 公 共 団 体 ま ち づ く り の 支 援 ・ 補 完

政
策
実
現
効
果

・
高
度
機
能
創
造
連
携
拠
点
と
し
て
、
都
心
生
活
を
豊
か
に
す
る
拠
点
機
能
や
居
心
地

よ
く
「
新
た
な
日
常
」
に
対
応
で
き
る
空
間
の
充
実

・
駅
と
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
に
よ
る
、
交
通
結
節
機
能
等
の
更
な
る
強
化

・
駅
前
広
場
機
能
の
確
保
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
駅
及
び
駅
周
辺
の
景
観
の

整
備
（
ま
ち
の
顔
づ
く
り
）

適 合

民
間
事
業
者
が
地
方

公
共
団
体
を
代
替
す
る

こ
と
が
困
難
な
理
由

〔
ロ
関
係
者
間
の
利
害
調
整
の
た
め
に
中
立
性
及
び
公
平
性
が
必
要
な
事
業
で
あ
る

こ
と
。
〕

準
備
組
合
に
よ
る
事
業
化
の
取
り
組
み
に
理
解
が
あ
り
、
か
つ
、
駅
周
辺
の
基
盤
整

備
と
の
調
整
に
あ
た
り
中
立
性
、
公
平
性
を
有
す
る
主
体
に
よ
る
事
業
参
画
が
必
要
。

適 合

民
間
事
業
者
の

参
画
機
会

組
合
施
行
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
が
事
業
協
力
者
と
な
っ
て

施
設
建
築
物
の
整
備
を
予
定
。

適 合

事
業
の
採
算
性

事
業
実
施
に
伴
う
想
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
正
味
現
在
価
値
及
び
事
業
収
支
は
と
も

に
適
正
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

適 合

確
認
結
果

適
合

８
．
都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
適
合
検
証
(2
/2
)
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